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平成 17 年 3 月 8 日 

 

定期点検中の３号機（沸騰水型、定格電気出力１１０万ｋＷ）において、２月２８日、炉心シュラウド等

の溶接線の点検に際し、溶接線表面の付着物の除去作業を実施していたところ、洗浄装置の先端に

ある部品（洗浄ノズル：長さ約２．５ｃｍ、直径約１ｃｍのステンレス製）が装置から外れ、原子炉内に落

下しました。同日、落下した洗浄ノズルを回収しました。 （平成１７年２月２８日お知らせ済み） 

 

その後、回収した洗浄ノズルを調査したところ、洗浄ノズルはネジの付け根部付近で折れていること

が分かりました。 

原因は、当該ノズルを取り付ける際に過大な力で締め付けたことと推定されます。 

新しいノズルを適切な力で締め付けた上で、付着物の除去作業を開始しました。 

 

 

以上 

３３３３号機号機号機号機    炉心シュラウド溶接線洗浄用部品の原子炉内への落下について（続報）炉心シュラウド溶接線洗浄用部品の原子炉内への落下について（続報）炉心シュラウド溶接線洗浄用部品の原子炉内への落下について（続報）炉心シュラウド溶接線洗浄用部品の原子炉内への落下について（続報） 

健全な洗浄ノズル 折れた洗浄ノズル（回収済み） 

折れた位置 

http://www.chuden.co.jp/torikumi/atom/hamaoka/joukyo/detail/134/data/unten170228-2.pdf

